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る。例えば、『現代日本語書き言葉均衡コーパス（The Balanced Corpus of Contemporary Written Japa-
nese : BCCWJ）』『日本語日常会話コーパス モニター公開版（Corpus of Everyday Japanese Conversa-
tion : CEJC）』や『名大会話コーパス』には、（２）～（４）のような用例がある3。











り、「音響的・韻律的な境界」（Japanese Discourse Research Initiative 2017 : 16）に相当する。
東洋大学人間科学総合研究所紀要 第23号（2021） 53‐74 53
IC 01_徹 #あれ#
IC 02_大場 #わかんないもん#
【CEJC】会話 ID : T 010_004，話者 ID : IC 02_大場，２０－２４歳，男性
b. 聖：だってまず じゃ 自分が父親になって 娘が結婚する前日って想像しても 俺結婚に
出したくないもん！娘を
淳：でも 出したくないつってもさ～ 出さなきゃいけないわけじゃん？
聖：や 無理無理！ 【BCCWJ】サンプル ID : OY 04_04534, Yahoo!ブログ，２００８年
（３） a. 「お前、しっかりしろよ」「無理」「お前、飯くらい食えよ」「無理」「お前、少しくらい寝ろ
よ」「無理」 【BCCWJ】サンプル ID : OB 6 X_00247，金原ひとみ『蛇にピアス』，２００４年




【CEJC】会話 ID : C 001_001，話者 ID : IC 01_玲子，４０－４４歳，女性





IC 02_遥 #無理# 【CEJC】会話 ID：C 002_006 a，話者 ID : IC 02_遥，５５－５９歳，女性




























（6） a. 諸橋轍次『大漢和辞典』 【大漢和】
b. 『日本国語辞典第二版』JapanKnowledge Lib 【日国】
c. 『角川古語大辞典』JapanKnowledge Lib 【角川】
























（8） a. 鳴聲相呼て和す 理無く祇鬧ふを取る6 長澤（編）（１９７５：１５７）
どう
b. 鳴聲 相い呼びて和し，理 無くして只だ鬧を取るのみ。
鳴き声は呼びあって合唱し、筋みちも何もなく、ただやかましいだけだ。
漢文委員会 http : //blog.livedoor.jp/kanbuniinkai 10-rihakujoseishi/archives/7050730.html






















































段階      ’ ” ’”
主な形式 「理無し」 「無理に」 連体・述語 「感動詞的」「感動詞的」「感動詞的」「感動詞的」
意味・機能 道理がない 強いて できない できない 断り マイナス評価 プラス評価
登場 室町 室町 江戸 現代 現代 現代 現代





























【大系】 【CHJ】 重複 検討対象
古代（奈良・平安） ２ ０ ０ ２
中世（鎌倉・室町・安土桃山） ５ ５７ １ ６１
近世（江戸） ３４１ １９６ ４９ ４８８
近代（明治～昭和初期） １０２３ １０２３
計 ３４９ １２７６ ５０ １５７４
表3 【大系】【CHJ】における中世の「無理」の用例数




正法眼蔵随聞記 法語集 懐奘 １２３８ 2 無理勤苦1 3 【大系】
正尊 謡曲 長俊 １５４１ １ ０ １ 【大系】
天草版平家物語 キリシタン資料 不詳 １５９２ ０ 無理な1 1 【CHJ】























【CHJ】サンプル ID : 40-虎明 1642_01016，「隠笠」『虎明本狂言集』，1642年
d. 平家の悪行はこればかりでも御座無い，その上無理な位争いをして，数多の人々を越えて次
男宗盛右大将と言う官に上がられた．
【CHJ】サンプル ID : 40-天平 1592_01003，『天草版平家物語』，1592年
e. わたくしがはたへはへたを、とらすまひと申はむりで御ざる、あれがやぶへまいつて、あれ
がちで御ざらば、申所きこえて御ざるが、私が畠で御ざる




































時代区分 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
主な作品 西鶴作品など 近松作品など 洒落本など 人情本・滑稽本 計
収録年代 １６２３－９８ １７０２－５３ １７５７－１８２６ １８２１－６４
用法・形式 用例数 ％ 用例数 ％ 用例数 ％ 用例数 ％ 用例数 ％
副
詞
無理に ２６ ４２ ３５ ２９ ６５ ４０ ３９ ２７ １６５ ３４
無理やりに ２ ３ ９ ８ １３ ８ ２ １ ２６ ５
無理無体に ０ ０ ６ ５ ８ ５ １ １ １５ ３
無理無三 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ０
小計 ２８ ４５ ５１ ４３ ８６ ５３ ４２ ２９ ２０７ ４２
連体修飾 １３ ２１ ７ ６ １０ ６ １４ １０ ４４ ９
名
詞
補語 ７ １１ ３１ ２６ １７ １０ ３６ ２５ ９１ １９
述語 ６ １０ １８ １５ ３１ １９ ３７ ２６ ９２ １９




複合名詞 ６ １０ １１ ９ １５ ９ １５ １０ ４７ １０
サ変動詞 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ０
その他 ２ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０
不明 ０ ０ １ １ ３ ２ ０ ０ ４ １





計 ％初期口語 雑誌 教科書 雑誌 教科書 教科書
１８６９－７９ １８７４－１９０９ １９０４－１８ １９１７－２５ １９１８ １９３３－４７
副詞
無理に ７ １１６ ２ １０５ １ １１ ２４２ ２３．７
無理やり（に） ０ １０ ０ １２ ０ ０ ２２ ２．２
無理無理に など ４ １６ ０ ６ ０ ０ ２６ ２．５
小計 １１ １４２ ２ １２３ １ １１ ２９０ ２８．３
連体修飾 無理な など １４ ７０ ０ ５０ ０ １ １３５ １３．２
名詞
補語 ３ １１４ ２ １９５ ０ ３ ３１７ ３１．０
述語 ５ １１９ １ ８４ ０ ３ ２１２ ２０．７
小計 ８ ２３３ ３ ２７９ ０ ６ ５２９ ５１．７
複合語
複合名詞 １８ ３０ ０ １７ ０ ０ ６５ ６．４
サ変動詞 ０ ２ ０ １ ０ ０ ３ ０．３
不明 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０．１








【CHJ】サンプル ID : 60 M女世 1909_16018，『女学世界』，1909年
（１６）a. 生〔1908〕〈田山花袋〉一五「無理無理出て来たのさ」 【日国】













１９９３－２０００ １８６，９０６ ２０１８．０３ ２．４．２
名大会話コーパス（藤村他2011） 【名大】 ２００１－２００３ １，１３１，９７１ ２０１８．０２ ２．４．２
日本語日常会話コーパス モニター公開版（Cor-
pus of Everyday Japanese Conversation） 【CEJC】
２０１４－２０１５ ６１０，９５９ ２０１８．１２ ２．４．５
者が見出した最も早い例である。話し手・聞き手はともに男子高校生という設定である15。
























用法 形式 現日研 名大 CEJC 計 ％
副詞
無理に １ ６ ３ １０ ２．２
無理無理に ０ １ １ ２ ０．４
無理なく １ １ ２ ４ ０．９
無理やり ５ １２ ２ １９ 4．2
無理無理 ０ ０ 2 2 0．4
連体修飾 無理な ３ ４ ３ １０ ２．２
動詞 無理する ５ １１ ８ ２４ 5．3
名詞：補語 助詞などを伴う ０ 4 2 6 1．3




無理 0 5 2 7 1．5
無理無理 ０ 0 ０ 0 0．0
無理3 ０ 1 ０ 1 0．2
無理4 ０ １ １ ２ ０．４
無理5 ０ ０ １ １ ０．２
「感動詞
的」用法
無理 １ 12 ６ 19 4．2
無理無理 ０ 6 3 ９ ２．０
無理3 ０ 2 ２ 4 0．9
無理4 ０ 2 ０ 2 0．4
不明 ０ １ 1 2 0．4


















【名大】会話 ID : data 098，発話者 ID : F128，20代前半，女性




























書籍 書籍 ベストセラー ブログ 知恵袋
２００１－２００５ １９８６－２００５ １９７６－２００５ ２００８ ２００５





無理な １６４ ６．８ ２３２ ７．３ ３９ ８．２ ７５ ４．３ １００ ３．７
無理無理の ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １ ０．１ ０ ０．０
その他 ２ ０．１ 3 ０．１ ２ ０．４ １ ０．１ １ ０．０
小計 １６６ ６．９ 235 ７．４ ４１ ８．６ ７７ ４．４ １０１ ３．８
副
詞
無理に 257 10．7 427 13．4 67 14．0 ９０ ５．２ 279 １０．４
無理無理に ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １ ０．０
無理無理で ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １ ０．１ ０ ０．０
無理 ０ ０．０ １ ０．０ ０ ０．０ １ ０．１ ０ ０．０
無理無理 ０ ０．０ ０ ０．０ １ ０．２ １ ０．１ ０ ０．０
無理やりに ４１ １．７ ６３ ２．０ ５ １．０ ９ ０．５ １４ ０．５
無理やり ２５８ １０．７ ３０３ ９．５ ３７ ７．８ １８７ １０．８ １８９ ７．０
その他 ５２ ２．２ ５５ １．７ １１ ２．３ １３ ０．７ １９ ０．７
小計 608 25．3 849 26．7 121 25．4 ３０２ １７．４ 502 １８．７
動詞 無理する １２９ ５．４ １５６ ４．９ ３４ ７．１ １６２ ９．３ ２２６ ８．４
名詞・補語 776 32．3 929 29．3 134 28．1 270 15．5 308 11．5






















無理 ２ ０．１ 2 0．1 ３ ０．６ ２９ １．７ １７ ０．６
無理無理 １ ０．０ 0 ０．０ ０ ０．０ １３ ０．７ １ ０．０
無理3 ０ ０．０ １ ０．０ ０ ０．０ １ ０．１ ０ ０．０
無理4 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １ ０．１ ０ ０．０
小計 ３ ０．１ ３ ０．１ ３ ０．６ ４４ ２．５ １８ ０．７
複合名詞 ６７ ２．８ ９６ ３．０ １１ ２．３ １６ ０．９ ３５ １．３
不明 ０ ０．０ １ ０．０ ０ ０．０ ２ ０．１ １ ０．０
計 ２４０４ １００．０ ３１７５ １００．０ ４７７ １００．０ １７３８ １００．０ ２６８９ １００．０
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段階    ’ ” ’”
主な形式 連体・述語 「感動詞的」 「感動詞的」 「感動詞的」 「感動詞的」
意味・機能 できない できない 断り マイナス評価 プラス評価














段階  ’  ’ ”
主な形式 「理無し」 「無理」 「無理に」 「無理やりに」 ｢無理無理（に）｣
意味・機能 道理がない 道理がない 強いて 副詞 副詞
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【Abstract】
The history of the Sino-Japanese compound
muri ‘no reason’ as a pragmatic marker in Japanese
Keiko TAKAHASHI＊・Yuko HIGASHIIZUMI＊＊
This study examines the semantic and functional extension of the Sino-Japanese compound muri 無理 ‘no reason’. In Old
Japanese,無理 was purportedly used individually with its original Chinese meaning, i.e. 無 nashi ‘no’ and理 kotowari ‘rea-
son’. It appeared to have become a compound by Early Middle Japanese and was subsequently used as the adverb ‘forcibly’,
attached by the adverbial form of the copula -ni, in late Middle Japanese. After that, it was used as the nominal predicate ‘be
impossible’ and as a noun in Early Modern Japanese. The adverbial use of無理 was attested without -ni in Early and Late
Modern Japanese. In contemporary Japanese, the bare form無理 serves interjectional functions, e.g. refusal, negative assess-
ment and positive assessment, and can thus be regarded as a pragmatic marker.
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